
基本
政策

目指す姿 指標 基本施策 施策
新・子どもマス

タープラン
対応施策番号

重点事業 指標

①母親と子どもの健康づくり Ⅱ-1-1･2

保育所の整備
①保育サービス定員
②保育サービス提供率

多様な保育形態の充実 認定こども園数

③障がい児への発達支援の充実 Ⅱ-3-1 乳幼児の発達支援 すみれ教室利用者数

④育児に対する経済的負担の軽減 ※Ⅱ-3-2 保育サービスに対する負担の軽減 認可外保育施設入所児童数

子育て相談・支援拠点の充実 地域子育て相談センター開設

地域における子育て相談の充実
①子育てひろば事業実施保育園数
②つどいのひろば事業実施保育園数

②児童虐待の防止 Ⅱ-3-4 児童虐待の防止 子ども家庭支援センター新規相談件数

①楽しく学べる教育の充実 Ⅰ-2-2 小中一貫教育の推進 小中一貫教育推進事業実施学校数

②特別な配慮を要する児童・生徒
の支援

Ⅰ-2-2
Ⅱ-3-1

特別支援教室の整備 特別支援教室設置学校数

③児童・生徒の健康づくりの支援 Ⅰ-2-3

④教育に関する相談機能の充実 Ⅰ-1-3 教育相談の充実
①スクールカウンセラー派遣学校数
②教育相談件数

小・中学校の増改築 増改築工事実施学校数

小山中学校の新設 小山中学校整備

衛生・空調設備の整備
①トイレ改修実施学校数
②普通教室空調設備設置学校数

小・中学校の防音

②児童・生徒の安全の確保 Ⅲ-2-1

③地域と学校の連携強化
Ⅰ-2-2
Ⅲ-1-1

地域と連携した教育活動
①ボランティアコーディネーター配置人数
②学校支援ボランティア活動事業実施件数
③学校支援ボランティア活動者数

子どもの身近な居場所の整備

①放課後等子ども遊び場見守り事業「まちと
も」実施小学校数
②冒険遊び場箇所数
③遠距離学童保育クラブ数
④老朽化の著しい学童保育クラブ数

子どもの活動拠点の整備
①子どもセンター・子どもクラブ施設数
②子どもセンター・子どもクラブ利用者数

②若者の社会的自立の支援 ※Ⅰ-1-3
困難を抱える若者の相談・支援の
充実

①ひきこもりに関する相談件数
②ひきこもり支援グループワーク参加者数

記載事項の確認資料（上位計画との整合性）

まちだ未来づくりプラン 町田市新5ヵ年計画　重点プラン

基
本
目
標
　
　
将
来
を
担
う
人
が
育
つ
ま
ち
を
つ
く
る
。

安
心
し
て
、
楽
し
く
子
育
て
で
き
る

ま
ち
を
つ
く
る

・出産・育児にともなう
経済的、時間的、精神的
な負担が軽減し、子育て
中の親が、安心して楽し
く子育てできている

・地域で子どもの成長を
支援する仕組みがつくら
れ、子育て中の親が、周
囲や地域とのつながりを
持っている

・子育てが楽しいと感じ
る保護者の割合

・認可保育所待機児童数

・育児について困ったと
き、気軽に相談できる人
や場がある保護者の割合

・子どもを預けたいと
き、一時的に預けること
のできた保護者の割合

安心して子どもを
産み育てられる環
境をつくる

②多様な保育・幼児教育の充実 Ⅱ-2-1

楽しく子育てがで
きる環境をつくる

Ⅲ-1-3
Ⅲ-1-4
Ⅲ-1-5

①子育てに関する相談・支援体制
の充実

Ⅱ-1-4

子
ど
も
が
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
を
つ
く
る

・次世代を担う児童・生
徒が自己の将来に夢や希
望を抱き、その実現を目
指して、生涯にわたって
学び続ける意欲を持ち、
健やかな精神や豊かな心
を育んでいる

・教育環境が整備され、
保護者や地域、関係諸機
関と学校が連携し、児
童・生徒にとってより良
い教育が進められている

・子どもに充実した学校
教育を受けさせることが
できていると感じる保護
者の割合

・全国学力・学習状況調
査正答率が東京都平均以
上の項目数

・児童1 千人あたりの不
登校児童数

・生徒1 千人あたりの不
登校生徒数

・今住んでいる地域が、
子どもが安全で健やかに
育つ環境になっていると
感じる保護者の割合

児童・生徒の多様
な能力をはぐくむ
環境をつくる

良好な教育環境を
つくる

①学習効果が高まる環境の整備 Ⅰ-2-2

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、
成
長
で

き
る
ま
ち
を
つ
く
る

・青少年が、多様な体
験・交流を通じて自らの
可能性を高め､いきいきと
活躍している

・子どもから高齢者まで
幅広い市民が学習活動を
行い、学びの輪が広が
り、学んだことを地域の
中で活かしている。

・野外体験やボランティ
アの活動、地域活動に参
加した子どもを持つ保護
者の割合

・生涯学習活動を行う機
会を持つことができた市
民の割合

青少年の健やかな
成長を支える環境
をつくる

①豊かな体験・交流ができる機会
の充実
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基本的視点 基本目標
目指す姿
重点目標

基本施策
個別目標

１.教育・保育事業

①コミュニケーション能力を育てる さがまちカレッジ 高齢者との交流 図書館事業

②参加と意見表明の場や機会の確保
②参加と意見表明の場や機会をつくる

子ども委員会 子ども教育委員会

③子どもの悩みに対処する体制の充実
③救済とやり直しの場や機会を保障する

不登校対策
けやき・くすのき教室

e-ラーニング ひきこもり対策

①削除
①乳幼児期の養護の充実

①幼児教育の充実
私立幼稚園預かり保育
事業

②学校教育の充実
小中一貫教育・町田っ子
カリキュラム

特色ある学校づくり

③思春期の子どもの心と身体の健康教育 思春期精神保健相談 学校給食 次代の親の育成
学齢期・思春期から成人期
に向けた保健対策の充実

④体験活動の充実
⑤体験活動から学ぶこと（文化・スポーツ活動等）

青少年施設ひなた村の
事業

大地沢青少年センターの
事業

児童青少年課の事業

①親スタート期を支える 妊婦健康診査 両親学級 両親学級
①利用者支援事業
（コンシェルジュ）

③妊婦健康診査 ④乳児家庭全戸訪問事業

②子育て期を支える 乳幼児健診 地域子育て支援事業 予防接種 ⑤養育支援訪問事業 ⑥子育て短期支援事業

③男女共同の子育てを進める 両親学級
育児の男女共同参画啓
発

④親の悩みを支える
子育て支援ネットワーク
連絡会

子育て支援のネットワー
クづくり

①保育支援の充実
①保育支援

保育サービスの充実
仕事と子育ての両立のため
の基盤整備

⑩病児・病後児保育
事業

⑧一時預かり事業 ⑨延長保育事業

②サービスの質の向上と効果的・効率的な提供の充実 ⑨延長保育事業
⑪放課後児童クラブ事業
（放課後児童健全育成事
業）

①障がいのある子どもと家族への支援
子ども発達センターすみ
れ教室

特別支援教育 教育相談 障がい児施策の充実等

②ひとり親家族等への支援
②ひとり親家族への支援

ひとり親家庭等医療費助
成制度

児童育成手当 児童扶養手当
母子家庭及び父子家庭の
自立支援の推進

⑫実費徴収に係る補
足給付を行う事業

③外国籍家族への支援 国際交流センター

④被虐待児（ＤＶ家族児童を含む）と家族への支援
子ども家庭支援センター
の相談・対応

啓発事業

(４)一人ひとりに情報が確実に届く
Ⅲ-２一人ひとりに情報が確実に届く

①子どもと親への情報の確保
ホームページ
広報

各種案内冊子
母子健康バック

メール配信 子育て世帯への情報提供

①地域の人材育成と人材活用 ひなた村の事業 学習支援ボランティア 地域における人材育成
⑦ファミリー・サ
ポートセンター事業

②地元事業所・商店の関わり 子どもまつり
子どもの健やかな成長を
見守り育む地域づくり

③体験できる場の充実
③体験できる場（多様な体験ができる機会を増やす）

冒険遊び場への補助 中学２年生の職場体験

④交流できる場の充実
④交流できる場（子どもや子育てしている人がふれあ
い情報交換できる場 を増やす）

子どもセンターの事業 地域子ども教室

⑤子どもセンター・地域子育て相談センターを中心と
した地域づくり

子どもセンターの事業
地域子育て相談セン
ターの事業

安全・安心まちづくりの
推進等

家庭や地域の教育力の向上
（子どもを取り巻く有害
　環境対策の推進）

小児医療の充実

子どもの交通安全を確保
するための活動の推進

子どもを犯罪等の被害から
守るための活動の推進

被害に遭った子どもの保護
の推進

②子育てしやすいまちづくり 赤ちゃんふらっと 良質な住宅の確保 良好な居住環境の確保 安全な道路交通環境の整備
安心して外出でき
る環境の整備

記載事項の確認資料（プラン比較表）

基
本
理
念
　
　
子
ど
も
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
み
ん
な
で
創
り
出
す

２．地域子ども・子育て支援事業（各事業別に５ヵ年の量の見込みを
提示）

Ⅰ
子どもが健や
かに育ち、一
人ひとり自分
の中に光るも
のを持ってい
る

(１)子どもの遊びや体験が大切にさ
れ、主体的に参加し意見表明できる

①
一人ひとり
の子どもの
権利実現

②
子どもと親
がともに成
長する

③
地域の中で
家族を孤立
させない

④
市民（子ど
もと大人）
と行政の協
働を進める

Ⅲ
子どもが地域
の中で大切に
されている

(１)人と人が関わりつながる場をつく
る
(１)人と人が関わりつながる場をつく
る（家庭・施設・学校・地域・行政の
協働）

②地域子育て支援拠点事業
（マイ保育園事業、地域子育て相談センター）

(２)みんなで安全・安心のまちをつく
る

各種相談事業
（地域子育て相談センター、子ども家庭支援セン
ター、保健予防課等）

Ⅱ
子どもが安ら
いでいる家族
があり、家族
が地域とつな
がっている

(１)親子の健やかな子育て・子育ちを
切れ目なく支える
(１)親になる力を身につける

(２)親が働くことを支える

仕事と生活の調和の実現のための働きの見直
し（長時間労働の抑制に取り組む労使に対す
る支援を含む）

(３)きめ細やかな支援が必要な家族を
支える

主な事業(抜粋)

子ども・子育て支援事業計画

新・町田市子どもマスタープラン

待機児童を５年間で解消す
るため、市内を5地域に分
割し地域ごとにニーズ量を
出し、確保策を提示（幼稚
園・保育所・認定こども
園・地域型保育）

⑬多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業

新旧で文言等違う場合＝新町田市子どもマスタープラン
　　　　　　　　　　　　　　　　　（旧）町田市子どもマスタープラン

地域における子育て支援
サービスの充実

切れ目ない妊産婦・乳幼児
への保健対策

結婚・妊娠・出産・育児
の切れ目ない支援の推進

(２)大人になっていく力をつける
(２)大人になっていく力をつける（市
民性の形成を育む）

（改正）次世代育成支援対策推進法行動計画策定指針 町田市子ども・子育て支援事業計画

記載事項（任意） 事業体系

セーフティ教室子ども１１０番①子どもの安全・安心の確保

子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境の整備
（・確かな学力に向上・豊かな心の育成・健やかな体の育成・信頼される学校づくり
　・幼児教育の充実）

家庭や地域の教育力の向上
（豊かなつながりの中での家庭教育への
　支援の充実）

子どもの健全育成
（・児童館や青少年教育施設等を活用した地域の協
力による子どもの健全育成・放課後子ども総合プラ
ン）

家庭や地域の教育力の向上（地域の教育力の向上）

児童虐待防止対策の充実
（・関係機関との連携及び市町村における相談体制の強化・発生予防、早期発見、早期対応等
　・社会的養護施策との連携）

「食育」の推進

基本方針

①「子どもの最善の利益」が実現される社会を目指します

②子ども一人ひとりの健やかな育ちを保障します

③子育てについての第一義的責任は保護者にあるとのもと、必要な支援を提供します

④家庭や学校、地域、職域などの協働による子ども・子育て支援に取組みます

⑤質の高い幼児期の学校教育・保育、地域における多様な子ども・子育て支援を提供します
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新・町田市
子どもマスタープラン

対応施策番号

Ⅱ－１－１・２
Ⅱ－２－１
Ⅱ－３－４
Ⅲ－１－１

Ⓐ 児童館や青少年教育施設等を活用した地域の協力による子どもの健全育成 Ⅲ－１－１
Ⓑ 放課後子ども総合プラン Ⅲ－１－１

Ⅲ－１－１

Ⅱ－１－１・２
Ⅰ－２－３
Ⅰ－２－１・２
Ⅲ－１－２
Ⅲ－２－１

Ⅰ－２－３
Ⅰ－２－１・２

Ⓐ確かな学力に向上 Ⅰ－２－１・２
Ⓑ豊かな心の育成 Ⅰ－２－１・２
Ⓒ健やかな体の育成 Ⅰ－２－１・２
Ⓓ信頼される学校づくり Ⅰ－２－１・２
Ⓔ幼児教育の充実 Ⅰ－２－１・２

Ⅰ－２－１・２
Ⓐ豊かなつながりの中での家庭教育への支援の充実 Ⅰ－２－１・２
Ⓑ地域の教育力の向上 Ⅲ－１－５
Ⓒ子どもを取り巻く有害環境対策の推進 Ⅲ－２－１

Ⅲ－２－２
Ⅲ－２－２
Ⅲ－２－２
Ⅲ－２－２

Ⓐ公共施設、公共交通機関、建築物等のバリアフリー化 Ⅲ－２－２
Ⓑ子育て世帯にやさしいトイレ等の整備 Ⅲ－２－２
Ⓒ子育て世帯への情報提供 Ⅱ－４－１

Ⅲ－２－１

Ⅱ－２－１

Ⅱ－２－１

Ⅲ－２－１
Ⓐ交通安全教育の推進 Ⅲ－２－１
Ⓑチャイルドシートの正しい使用の徹底 Ⅲ－２－１
Ⓒ自転車の安全利用の推進 Ⅲ－２－１

Ⅲ－２－１
Ⓐ住民の自主防犯行動を促進するための犯罪等に関する情報の提供の推進（他Ⓑ～Ⓔ） Ⅲ－２－１

Ⅲ－２－１

Ⅱ－３－４
Ⓐ関係機関との連携及び市町村における相談体制の強化 Ⅱ－３－４
Ⓑ発生予防、早期発見、早期対応等 Ⅱ－３－４
Ⓒ社会的養護施策との連携 Ⅱ－３－４

Ⅱ－３－２
Ⅱ－３－１

ｱ）地域における子育て支援サービスの充実

ｲ）保育サービスの充実

ｳ）子育て支援のネットワークづくり

ｴ）子どもの健全育成

ｵ）地域における人材育成

ｱ）次代の親の育成

ｲ）子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備

ｳ）家庭や地域の教育力の向上

ｱ）切れ目ない妊産婦・乳幼児への保健対策

ｲ）学齢期・思春期から成人期に向けた保健対策の充実

ｳ）「食育」の推進

ｴ）子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくり

ｲ)仕事と子育ての両立のための基盤整備

ｱ)子どもの交通安全を確保するための活動の推進

ｲ）子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

6．結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援の推進　　　（Ⅱ－１－１・２）

7．子どもの安全の確保

ｳ）被害に遭った子どもの保護の推進

ｱ）児童虐待防止対策の充実

ｲ）母子家庭及び父子家庭の自立支援の推進

ｳ）障がい児施策の充実等

8．要保護児童への対応などきめ細かな取組の推進

Ⓐ仕事と生活の調和の実現に向けた労働者、事業主、地域住民の理解や合意形成を促進す
るための広報・啓発（他Ⓑ～Ⓕ）

記載事項（任意）

記載事項の確認資料（行動計画策定指針　記載事項一覧）

1．地域における子育ての支援

2．母性並びに乳児及び幼児の健康の確保及び増進

３．子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備

4．子どもを育成する家庭に適した良質な住宅及び良好な居住環境の確保

5．職業生活と家庭生活との両立の推進等

ｱ）仕事と生活の調和の実現のための働きの見直し

ｱ）良質な住宅の確保

ｲ）良好な居住環境の確保

ｳ）安全な道路交通環境の整備

ｴ）安心して外出できる環境の整備

ｵ）安全・安心まちづくりの推進等

ｵ）小児医療の充実
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記載事項の確認資料（計画の位置づけ）
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